
第 27回 親と子の古墳めぐリ
初 夏 の 神 辺 路 を 訪 ね る

領F・Ⅵ
=ノ ニ.ヽ

凄
「
‐ン` ‐

t手ご`
|ヽ
ヽ
ヽ
年

， 一（鳥・
警|…
~ヽ

|: 絆神事二一中い中一

ら  ｀

釧

1薫響』摯
Ｌ

iマ 1ギ

‐
ヽ
■
一

一一　鋼中“　・
,"

‐…
」一幣
ヽ

、ヽ爾

´

∴
■ヽ
沖

ヽ

一ゞ

一

一‘

４

・

一、
一一， 一、．

一
一

´
●

ヽ

中谷廃寺跡

亀山古墳群

備陽史探訪の金
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親こ子の古墳めぐιl行程

05月 5日 (火)晴れ′

8:40福山駅前(バス)出発

9:15富の下バ資停着 (現地にて受付 )

9:30閣会式(中条A幡神社)

9:45出発『

30300「太塙古墳」(広島県指定費節)探請

10:30「猫山古墳」探鏑

11100「書光古墳群」探請

冒卜30お舎当タイム(「遍熙寺山城蹴」の探捕も′?)

'3:00お
楽し諄クイス大会

ヨ4:00.「中谷痛寺諄」(福山市指定費諄)探請

冒4:45「亀山遣跡」(広島県指定費諄)探捕

r5800「亀山第冒号古墳」探捕

75:30開会式・解散

※福塩線(道上駅)(上ιI),6:OZ l● :35

(下ιl)15:54 7● :28



古壇時代のことを知ろう !

古墳 (こふん)時代は、今から約 1,750年前(3世紀 )～ 1,300年前(8世紀 )のこと

です。

「古墳」というのは、土を盛り上げて作られたお墓のことです。その表面には石が敷きつ

められていて、頂上やまわりには「埴輸 (はにわ)」が並ぶものがあります。古壇の中には、

相を納めるための石室がありました。棺の中には遺体のほかに、鏡や剣◆武器や武具な

どが納められていました。

3世紀の後半の古い古壇の中でも大型のものは、大和(今の奈良県 )地域に多く作

られました。このことから、大和を中心とした地域に、強い構力を持つ王がいた、と考え

られています。            ヽ

5世紀の後半には、九州北部から目東地方までの、それぞれの地域の権力者は、大

和を中心とした勢力に従うようになつたと考えられています。そうした大和の権力者を、

中国では「倭王(わおう)」と、日内では「大王(おおきみ )」と呼びました。

大きな古境をつくるということは、その人に権力があることを示していました。けれども、

中国大陸や朝鮮半島から新しい技術や政治の方法が取り入れられると、大きな古墳を

作る必要がなくなりました。

奈良時代は、こうした新しい考え方による国づくりが進められた時代です。
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大 坊 古 墳ヽ

この古墳は、中条の谷を見渡す丘陵の東斜面に作られています。直径は 約 14

メートル・高さ約5メ ートルの南北

方向がやや長い「円墳」です。

遺体をおさめた「横穴式石室」の

入り日は南東に向けて開いていて、

石室の長さは約‖.3メ ートル 、幅・

高さとも約2メ ー トルと大規模なも

のです。けれども、昔から入リロが

開いていたために、残念ですが石室

内の副葬品は不明です。

この石室の特徴としては、

① 花こう岩の表面を磨いたような石材を使

用していること

② 玄室 (遺体を葬る部屋)と羨道 (玄室ヘ

いたる廊下)がほぼ同 じ規模で設計され
ていること

があげられます。

また、玄室が床面の中央に置かれた

2個の石によって前後の 2室に分けら

れています。さらに、玄室の入口には

2本の石柱が立てられています。
これらの特徴から、大坊古墳は古境

時代も終わりに近い 7世紀の初め頃に、
この地方の有力な豪族の家族墓として

築かれたものと考えられます。

議彎一報為一一一く、一



猫 山 古 墳

この古墳は、神辺平野を見渡す、舌状に突き出た台地の

先端部に築かれています。

すべて盛り土された、直径約 30メ ートルの円墳で、円筒

埴輪が出土しています。

これらのことから、古墳時代の中ごろである5世紀に作
られたものであろう、と考えられます。

安 光 古 墳 群

古墳時代でも、後期と呼ばれる6世紀になると、小規模の

古墳が一箇所に集中して何基も作られることがあります。

斜面を利用して、2・ 3基から多いときには何十基も作
られる、このような小さな古墳の集まりを「群集墳 (ぐん

じゅうふん)」 と言います。

さまざまな古増
(嶺試□)

この安光古墳群では、今のところ、5基の古墳が見つかつています。

その中でも一番大きいのが、道から少し斜面を上がったところにある「カン

カン石古境」です。長さ約 7.8メ ートル、幅 1.5メ ートルの横穴式石室を見るこ

とができます。石室の奥には石仏がお祭りされていますが、古墳時代のもので

はありません。

このほかにも、斜面のあちらこちら

に古境を見つけることができます。

どれも横穴式石室ですが、こわされ

ているものが多いので、くわしい時代

などはよくわかっていません。

方 墳

カンカン石古墳



遍照寺山城跡

東側の谷の部分を墓地の造成によつて壊されていますが、山頂を中心に「郭 (く るわ)」

という平らな部分がよく残されています。
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中 谷 廃 寺 跡

今から約1300年余り前に建立されたお寺の跡です。
校門を入るとすぐ目の前に建物跡(第2建物)があります。飛び飛びに並んでいる石は礎石で,

この上に柱が立てられ,講堂という建物があったと考えられています。講堂では,説教や講義が

行われていました。

下の図を見てください。道上小学校のある場所の昔の地図に,校庭や校舎を重ねたものです。

校舎を建てるときの調査で,第 2建物の南西側で第1建物も見つかりました。この建物は,塔と

考えられています。

このお寺が立てられた時代の主要な建物には,塔と講堂のほかに金堂があります。金堂は,

本尊を安置する建物です。

第1建物が塔で,第 2建物が講堂であれば,金堂は第2建物の南東側で,塔に並ぶように建っ

ていたと考えられます。ちょうど校門の東側あたりです。

金堂・塔口講堂が,もし推定するように建っていたとすれば:奈良県にある法隆寺と同じ配置と

なり,法隆寺式伽藍(がらん)配置と呼び,広島県にはほかにありません。
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中谷廃寺跡の旧地形図に校舎等を重ねた図
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亀山遺跡と亀山古墳群

亀山遺跡は、岡山神社のある丘陵―帯に

広がる弥生時代のムラの跡です。

発掘調査の結果、東西約 250メ ー トル、

南北約350メ ートルの広さであることがわ

かりました。

遺跡では、弥生時代の家の跡や土器が見つ

かつているほかに、3重に廻らせた環濠 (か

んごう)が発見されています。外側の環濠か

らは、土を盛り上げた防御用の「土塁」も発

見されています。

また、古墳時代には、この丘陵の北と南の

頂部に吉境が築かれます (亀山古墳群)。

亀山遺跡の広さ

北頂部の第 1号古墳は直径 28メ ートル ロ高さ約2メ ー トルの円境で、5世

紀前半に作られたと考えられます。

この古墳では、本をくりぬいて作つた本棺のまわりを粘土で固めてありまし

た。三角板革綴短甲 (さんかくいたかわとじたんこう)と呼ばれる当時のヨロ

イや、鉄製の刀 口鉄製の槍などが出土しています。

副葬品から、この古墳は5世紀の前半のもの

と考えられていますが、この時代の他の古境と

比べると量が多いのでかなり力を持つていた人

の墓だと考えられます。

また、南頂部の第 2号古墳は直径 22メ ー トル

の円墳で5世紀代のものと推測され、箱式石棺

や鉄器片が見つかつています。

亀山遺跡遠景

亀山第 1号古墳のヨロイ


